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7月の金融政策、政治・経済イベント

6月は、英総選挙でメイ首相の与党保守党が過半数割れとなり、EU（欧州連合）離脱に向けて不透明感が高
まったものの、欧州景気が堅調さを増すなか、仏総選挙でマクロン大統領率いる新党が6割超の議席を獲得する
と、政治リスクが後退し、金融市場ではドイツ株式が最高値を更新するなど好感されました。米国では、予想通り
となる今年2度目の利上げが行なわれました。月末にかけて、原油価格の下落や欧米金融当局者からのタカ派
的な発言が相場の重石となりましたが、米株式は、景気拡大期待などを背景に最高値圏での推移が続きました。

7月は、引き続き、主要国の金融政策を巡る動きが金融市場を左右する展開となりそうです。米国では、年内
あと1回の利上げが有力視されますが、今月のFOMC（連邦公開市場委員会）では金利据え置きとなる見通しで
す。足元の経済指標には予想を下回るものが散見され、米景気への慎重な見方が拡がりつつあることから、各
種経済指標やFRB（連邦準備制度理事会）議長の議会証言などに関心が集まるとみられます。なお、GDP成長
率は、1-3月期に前期比年率1.4%増へ鈍化しましたが、28日発表の4-6月期は、個人消費の回復などを背景に
加速が見込まれています。加えて、中旬以降に本格化する、企業の4-6月期決算も注目されます。

このほか、6月中の上院採決をめざしていた米医療保険制度改革法（オバマケア）代替法案は、7月5日以降の
採決に見送りとなりました。同法案の成立が遅れると、税制改革など他の重要審議に遅れが生じることに加え、
31日には議会が休会入りし、審議全般が9月以降にずれ込むことから、月内にどこまで進展するかが、今後の
トランプ政権の政策の行方や米経済に及ぼす影響を見極める上での材料として重視されます。

日本では、小売企業の3-5月期決算発表が本格化、下旬には4-6月期決算発表が始まります。現在、すでに
発表済みの主要小売企業の決算は、訪日外国人消費の回復などを背景に良好な内容となっています。今後も
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7月の注目される金融政策および政治・経済イベント
7月 予定

1日（土） ■インド、物品サービス税（GST）導入

2日（日） ■日本、東京都議会選挙 投開票

3日（月） ■日本、日銀短観（6月調査）公表、2017年の路線価発表、■米国、6月のISM製造業景気指数

4日（火） ●オーストラリア、金融政策決定会合

5日（水） ●米国、FOMC議事要旨の公表

7日（金） ■G20首脳会議（～8日、ドイツ・ハンブルク）、■米国、6月の雇用統計

10日（月） ■ユーロ圏、財務相会合（11日に、EU財務相理事会）

12日（水） ●米国、FRB議長の半期議会証言（下院）

17日（月） ■中国、4-6月期GDPほか、6月の主要経済指標の発表

19日（水） ●日本、日銀金融政策決定会合（～20日、20日に展望レポート公表）

20日（木） ●ユーロ圏、ECB（欧州中央銀行）理事会

25日（火） ●米国、FOMC（～26日）、●ブラジル、金融政策委員会（～26日）

26日（水） ■英国、4-6月期GDP（速報値）

28日（金） ■米国、4-6月期GDP（速報値）

月内 ■IMF（国際通貨基金）、世界経済見通しの発表（下旬）、■米国、議会休会（31日～9月4日）

●金融政策関連

■政治・経済関連

好決算が続くようであれば、足元で、欧米株式に比べて上値の重い日本株式を押し上げる材料となりそうです。


